
▼
十
年
前
の
こ
の
欄
に
「
私
の
様

に
携
帯
を
持
た
な
い
者
は
」と
書
い

た
が
、
今
や
編
集
子
も
携
帯
を
持

た
さ
れ
て
い
る
。
家
人
が
心
配
し

て
の
こ
と
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
使
う

事
が
無
い
、
宝
の
持
ち
腐
れ
で
あ

る
。
▼
そ
の
時
同
時
に
「
活
字
離

れ
」
を
嘆
く
文
を
書
い
た
の
だ
が
、

今
日
で
は
Ｉ
Ｔ
関
連
の
発
達
で
、

書
籍
ま
で
携
帯
で
読
め
る
よ
う
に

な
っ
た
。
便
利
と
い
え
ば
便
利
な

の
か
も
知
れ
な
い
が
、
神
田
の
古

本
屋
で
、
こ
の
本
の
前
の
持
ち
主

は
…
と
想
像
た
く
ま
し
く
、
思
い

を
巡
ら
せ
て
本
を
探
す
こ
と
を
趣

味
と
す
る
編
集
子
に
と
っ
て
、
紙

媒
体
が
廃
れ
て
行
く
の
は
寂
し
い

こ
と
で
あ
る
。
▼
Ｉ
Ｔ
の
発
達
は

便
利
さ
を
生
む
が
、
反
面
複
雑
な

犯
罪
、
会
話
の
無
い
人
間
関
係
な

ど
負
の
部
分
も
生
ま
れ
る
。
そ
れ

は
道
具
が
悪
い
訳
で
は
な
く
、
使

っ
て
い
る
人
間
に
問
題
が
あ
る
。

▼
原
子
力
発
電
も
同
様
に
、
原
発

そ
の
も
の
が
悪
で
は
な
く
、
危
機

管
理
を
含
め
、
使
っ
て
い
る
人
間

の
問
題
で
あ
る
。
今
一
度
、
人
間

と
し
て
、
原
発
を
含
め
、
様
々
な

文
明
の
利
器
に
向
き
合
っ
て
、
本

来
の
役
目
か
ら
考
え
直
さ
な
く
て

は
い
け
な
い
。
▼
あ
の
大
震
災
か

ら
一
年
を
経
て
、
現
状
を
見
て
い

る
今
が
、
そ
の
機
会
と
い
え
る
。

被
災
さ
れ
た
方
々
の
暮
ら
し
が
、

人
間
と
し
て
の
生
活
に
は
何
が
必

要
か
を
教
え
て
く
れ
る
。
▼
人
間

と
し
て
傲
慢
に
求
め
て
き
た
自

由
、
正
に
「
行
き
過
ぎ
た
自
由
」

が
現
代
社
会
の
問
題
を
生
ん
で
い

る
。「
真
の
自
由
と
は
、
友
愛
革

命
に
よ
っ
て
全
人
類
を
兄
弟
姉
妹

と
み
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
る
」

（
鳩
山
一
郎
訳
　
ク
ー
デ
ン
ホ
ー

フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー
『
自
由
と
人
生
』

よ
り
）。
友
愛
の
役
割
は
ま
だ
ま

だ
終
わ
ら
な
い
。

平成２４年（２０１２年）３月１０日 友　 愛（１） 第５１６号

題字：鳩山威一郎

青
年
連
合
会
の
王
常
任
委
員
の

説
明
に
よ
る
と
、
二
〇
年
前
ま

で
は
住
民
が
生
活
の
た
め
野
放

図
に
木
々
を
伐
採
し
て
き
た
こ

と
か
ら
、
こ
の
一
帯
は
ハ
ゲ
山

だ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
ハ
ゲ
山

を
現
地
行
政
が
、
地
道
に
雑
木

林
へ
と
再
生
さ
せ
て
き
た
の

だ
。
一
方
で
、
近
年
は
ア
モ
イ

市
街
地
へ
の
交
通
の
便
を
図
る

た
め
に
高
速
道
路
を
敷
設
し

た
。
充
分
な
環
境
ア
セ
ス
メ
ン

ト
を
行
い
環
境
に
最
大
限
配
慮

し
た
開
発
事
業
を
行
な
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
友
愛
の
今
回

の
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、
こ

れ
ら
の
事
業
の
一
端
を
担
う
こ

イ
市
街
地
よ
り
バ
ス
で
二
時
間

程
山
道
を
登
り
、
幾
つ
か
の
見

返
り
峠
を
越
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
一
見
、
自
然
豊
か
な
地

域
の
よ
う
に
思
え
た
が
ア
モ
イ

日
本
友
愛
協
会
は
、
日
中
緑
化
交
流
基
金
よ
り
助
成
金
を
受
け
、
平
成
十
二
年
度
よ
り
植
林
訪
中
団
を
派
遣
し
、
植
林
活
動
を
続
け
て
い
る
。

本
年
度
は
、
事
業
継
続
一
〇
年
を
迎
え
、
第
一
次
訪
中
団
植
林
実
施
個
所
を
始
め
、
数
カ
所
を
視
察
、
そ
の
成
果
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
二
月

に
派
遣
し
た
訪
中
団
は
第
二
〇
次
と
な
り
、
中
国
側
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
で
あ
る
全
国
中
華
青
年
連
合
会
よ
り
、
事
業
継
続
に
対
す
る
感
謝
状

を
贈
ら
れ
た
。
継
続
す
る
大
切
さ
、
実
行
す
る
意
義
を
こ
の
植
林
活
動
は
証
明
し
て
い
る
。
今
号
の
『
友
愛
』
で
は
、
第
十
九
次
ア
モ
イ
市
同

案
区
、
第
二
十
次
孝
感
市
の
植
林
訪
中
の
実
際
を
併
せ
て
報
告
し
、
今
後
へ
の
参
加
の
誘
い
と
し
た
い
。。

と
に
な
る
。

植
樹
作
業
で
は
、
例
年
通
り

現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
一
五
〇

名
の
協
力
を
得
て
約
五
十
四
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
山
地
に
山
杜
英
・

第
十
九
次
植
林
訪
中
同
行
記

事
務
局
次
長
　
井
之
輪
　
豪

ア
モ
イ
を
訪
れ
る
の
は
、
平

成
二
十
二
年
三
月
以
来
で
あ
る

か
ら
一
年
九
ヶ
月
ぶ
り
に
な

る
。
昨
年
の
暮
れ
十
二
月
中
旬

と
い
う
冬
の
真
っ
只
中
に
ア
モ

イ
を
訪
れ
た
。

訪
中
前
に
は
緯
度
的
に
は
沖

縄
よ
り
南
、
台
湾
島
の
対
岸
に

位
置
す
る
ア
モ
イ
で
あ
る
か
ら

寒
さ
も
そ
れ
な
り
で
あ
ろ
う
と

私
は
タ
カ
を
く
く
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
ア
モ
イ
空
港
に
到
着

し
て
み
る
と
昨
年
三
月
に
訪
れ

た
と
き
の
よ
う
な
湿
っ
た
空
気

で
は
な
く
カ
ラ
ッ
風
が
吹
い
て

お
り
、
寒
さ
も
日
本
と
同
様
厳

し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
中
国
中

央
部
の
大
陸
性
気
候
の
影
響
を

随
分
と
受
け
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
私
は
、
南
に
行
く
ほ
ど
暖

か
く
な
る
と
い
う
稚
拙
な
考
え

を
し
て
い
た
こ
と
を
恥
ず
か
し

く
思
っ
た
。

さ
て
、
今
回
の
植
林
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
一
昨
年
ま
で
と
同
様

に
ア
モ
イ
市
内
で
遂
行
す
る
も

の
で
は
あ
る
が
、「
二
〇
一
一

年
国
際
森
林
年
」
登
録
事
業
と

し
て
同
安
区
に
て
行
わ
れ
る
第

二
期
事
業
に
あ
た
る
。

植
林
地
は
、
同
安
区
に
位
置

す
る
安
渓
で
あ
り
鉄
観
音
茶
の

発
祥
の
地
で
あ
る
。
安
渓
で
は

住
民
二
千
人
の
う
ち
実
に
半
分

の
住
民
が
お
茶
の
栽
培
に
関
わ

る
と
い
う
。
安
渓
ま
で
は
ア
モ

二
〇
一
一
年
国
際
森
林
年
の
登
録
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

参
加
の
青
年
達
は
、
胸
に
シ
ン
ボ
ル
の
バ
ッ
ヂ
を
着
け
て
ポ
ス
タ
ー
を
手
に
笑
顔
で

銘
石
の
産
地
で
も
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

立
派
な
石
碑
が
建
立
さ
れ
た

地
元
の
青
年
達
も
参
加
し
て
、
大
き
な

苗
を
植
樹
し
た
。
生
育
が
楽
し
み
だ

ポ
ス
タ
ー
を
手
に
、
賑
や
か
な
地
元
参

加
青
年
達
。
全
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ

ア
モ
イ
市
青
年
連
合
か
ら
贈
ら
れ
た
参

加
証
書
は
、
独
自
の
洒
落
た
デ
ザ
イ
ン

ア
モ
イ
市
同
安
区
緑
化
事
業
は
、
市
内

の
交
通
環
境
整
備
に
も
役
立
っ
て
い
る

同
安
区
第
二
期
植
林
現
場
の
現
状
。
赤

土
の
露
出
し
た
斜
面
が
目
立
つ
。
こ
の

ふ
も
と
を
高
速
道
路
が
走
る
計
画
が
あ

り
、
自
然
保
護
、
環
境
整
備
、
生
活
道

路
確
保
と
今
回
の
植
林
は
様
々
な
効
果

が
期
待
さ
れ
て
い
る

花
の
咲
く
樹
木
を
植
林
。
環
境
保
護
、

景
観
保
持
な
ど
多
く
の
利
点
が
あ
る

地
元
メ
デ
ィ
ア
の
関
心
も
高
く
、
多
く

の
報
道
関
係
者
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

香
樟
・
楓
香
等
計
六
樹
種
約
六

千
七
百
本
余
り
の
苗
木
を
植
樹

す
る
。
起
工
式
に
お
い
て
現
地

の
報
道
機
関
か
ら
の
取
材
も
多

数
受
け
、
友
愛
植
林
事
業
が
現
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地
に
お
い
て
強
い
関
心
を
集
め

て
い
る
と
実
感
し
た
。

起
工
式
に
お
い
て
友
愛
植
林

訪
中
団
川
手
正
一
郎
団
長
は
、

「
中
国
の
緑
を
増
や
す
こ
と
は
、

世
界
の
緑
を
増
や
す
こ
と
で

す
。
そ
し
て
、
中
国
の
環
境
を

保
護
す
る
こ
と
は
世
界
平
和
に

繋
が
る
の
で
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ん
、
夢
を
大
き
く
世
界
平
和
の

た
め
に
寄
与
し
ま
せ
ん
か
！
」

と
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
青
年
へ

呼
び
掛
け
た
。
こ
れ
に
応
え
て

現
地
青
年
ら
が
国
際
森
林
年
の

ポ
ス
タ
ー
を
掲
げ
、
目
を
輝
か

せ
て
い
た
こ
と
が
強
く
印
象
に

残
っ
た
。

第
十
九
次
植
林
訪
中
団

団
長
／
川
手
正
一
郎
（
本
協

会
常
務
理
事
）

福
田
八
州
雄

（
本
協
会
評
議
員
）

苗
代
彩

夏
（
学
生
・
鳩
山
友
愛
塾
二
期

修
了
生
）

原
俊
子
（
事
務
局
）

井
之
輪
豪
（
事
務
局
次
長
）

湖
北
省
青
年
連
合
会
よ
り
、
参
加
の
各

人
に
栄
誉
証
書
が
贈
ら
れ
た

孝
感
市
の
シ
ン
ボ
ル
。「
親
孝
行
」
を

尊
び
讃
え
る
た
め
の
記
念
館
に
て

生
憎
の
雨
の
中
、
孝
感
市
の
学
校
（
高

校
・
中
学
）
市
役
所
か
ら
多
く
の
人
が

本
協
会
に
、
母
な
る
河
を
護
る
・
環
境

保
護
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
授
与
さ
れ
た

地
面
が
数
日
来
の
雨
で
ゆ
る
い
。
記
念

碑
の
固
定
は
乾
期
に
入
っ
て
か
ら

雨
の
中
で
の
式
典
。
川
手
団
長
の
「
皆

さ
ん
、
有
難
う
」
に
拍
手
が
湧
い
た

粘
土
質
の
地
、
足
下
を
と
ら
れ
る
程
の

ぬ
か
る
み
の
な
か
、
苗
を
植
え
付
け
る

日本友愛協会　植林活動訪中実績一覧 植
林
活
動
実
施
場
所

★
印
の
箇
所
に
於
い
て
植
林
活
動
を
実
施
し
た
。
同
一
地
域
で
、
二
カ
所
に
及
ぶ
と

こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
、
湖
北
省
シ
キ
県
山
峡
ダ
ム
は
、
六
期
に
及
ん
で
実
施
し
た

芦雍政副主席を囲んで記念撮影。最年少参加者川手祥右さん
も、緊張の面持ちで参加。芦雍政副主席より次代を託します
と激励の挨拶があった

中華全国青年連合会の本部にて芦雍政副主席と会談。日本友
愛協会の植林事業継続に感謝と敬意を延べまと謝意を延べら
れた。この後全員に実施証書が贈られた

（
一
面
よ
り
）

新
規
事
業
地
「
孝
感
市
」

孝
感
市
は
、
武
漢
の
北
西
に

位
置
し
、
工
業
、
農
業
共
に
栄

え
て
い
る
比
較
的
豊
か
な
地
域

で
あ
る
。
特
に
近
年
日
本
の
大

手
企
業
数
社
が
工
場
建
設
を
行

い
、
経
済
も
上
昇
傾
向
に
あ
る
。

し
か
し
、
山
村
部
は
、
野
菜
な

ど
、
自
給
出
来
る
も
の
を
多
く

産
す
る
一
方
、
全
体
の
収
入
の

低
さ
は
否
め
ず
、
中
国
の
縮
図

の
様
子
を
呈
し
て
い
る
。
行
政

当
局
も
孝
感
市
を
様
々
な
角
度

か
ら
「
中
国
の
縮
図
」
と
し
て

捉
え
て
お
り
、
一
種
の
「
見
本
」

的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

孝
感
市
の
名
前
は
、「
親
孝

行
に
天
も
感
動
し
た
」
と
い
う

伝
説
の
物
語
か
ら
由
来
し
て
お

り
、
い
わ
ば
「
名
物
は
親
孝
行
」。

市
の
中
心
部
に
あ
る
公
園
、
記

念
館
に
は
、
物
語
の
主
人
公
に

ま
つ
わ
る
話
し
が
各
所
に
あ
る

が
、
そ
の
他
に
中
国
全
土
で
有

名
な
親
孝
行
の
物
語
二
七
話

が
、
石
の
レ
リ
ー
フ
に
な
っ
て

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち

八
話
が
孝
感
市
の
話
と
い
う
こ

と
か
ら
も
、
孝
感
市
の
人
々
の

誇
り
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

今
回
の
植
林
現
場
は
、
市
街

地
か
ら
車
で
一
時
間
半
ほ
ど
の

場
所
に
あ
り
、
従
来
湿
地
と
し

て
生
態
環
境
は
良
く
、
土
地
、

気
候
の
性
質
を
利
用
し
て
食
用

の
ハ
ス
の
栽
培
も
盛
ん
で
あ
っ

た
。
近
年
、
孝
感
市
外
周
の
市

が
近
代
化
し
、
そ
の
た
め
の
道

路
整
備
等
、
環
境
破
壊
が
行
わ

れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
度
の
植

林
活
動
で
、
湿
地
と
し
て
の
生

態
環
境
を
取
り
戻
し
、
地
域
住

民
の
経
済
活
動
に
も
繋
が
る
効

果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
樹
木
も
「
水
杉
・

池
杉
・
水
生
鳶
尾
（
い
ず
れ
も

中
国
名
）」
な
ど
、
現
地
に
適

応
し
た
樹
種
が
選
ば
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
ハ
ス
二
万
本
も

植
え
付
け
が
行
わ
れ
る
予
定

で
、
定
着
後
の
収
穫
に
よ
る
経

済
効
果
も
大
き
い
。

植
樹
式
当
日
は
、
生
憎
の
雨

で
、
も
と
よ
り
ぬ
か
る
ん
で
い

る
現
場
は
、
ま
る
で
粘
り
の
強

い
ノ
リ
の
上
を
歩
い
て
い
る
よ

う
だ
。
そ
れ
で
も
市
内
の
高
校

生
、
孝
感
市
の
職
員
な
ど
多
数

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
り
、

二
メ
ー
ト
ル
程
に
育
っ
た
水
杉

の
苗
を
植
え
付
け
た
。

土
手
の
上
で
は
、
地
元
住
民

の
方
々
が
雨
に
も
拘
わ
ら
ず
傘

を
さ
し
て
並
ん
で
見
物
、
傘
の

花
が
咲
い
た
。
地
元
の
期
待
の

大
き
さ
が
う
か
が
え
る
。

式
典
の
中
、
川
手
団
長
は
集

ま
っ
た
青
年
達
に
、「
樹
木
の

生
育
は
、
日
中
友
好
が
育
つ
こ

と
で
す
。
雨
降
っ
て
地
固
ま
る

と
い
う
言
葉
も
あ
る
よ
う
に
、

今
日
の
雨
は
潤
い
の
雨
、
大
き

な
日
中
友
好
の
実
り
を
も
た
ら

す
で
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
た
。

第
二
〇
次
植
林
訪
中
団

団
長
／
川
手
正
一
郎
（
本
協

会
常
務
理
事
）

福
田
八
州
雄

（
本
協
会
評
議
員
）

戸
澤
英

典
（
本
協
会
評
議
員
・
東
北
大

学
教
授
）

栗
原
満
喜
子
（
一

般
参
加
）

栗
原
幸
雄
（
一
般

参
加
）

川
手
祥
右
（
高
校
生
）

木
村
正
治
（
鳩
山
友
愛
塾
一
期

修
了
生
）

原
俊
子
（
事
務
局
）

羽
中
田
元
美
（
事
務
局
編
集
部
）

＊
次
回
募
集
は
九
月
号
予
定
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な
く
、
き
っ
と
十
年
後
も
二
〇

年
後
も
、
こ
の
作
品
と
共
に
あ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

大
学
院
博
士
課
程
に
進
学
後

も
、
シ
ュ
ー
マ
ン
と
ハ
イ
ネ
に

よ
る
作
品
を
研
究
対
象
に
取
り

上
げ
、
論
理
的
な
角
度
か
ら
も

シ
ュ
ー
マ
ン
の
作
品
と
向
き
合

い
、
ウ
ィ
ー
ン
留
学
期
間
に
は
、

ド
イ
ツ
へ
赴
き
、
シ
ュ
ー
マ
ン

と
ハ
イ
ネ
の
人
生
の
軌
跡
を
巡

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
経
験
を
経
て
、
今
回
の

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
自
分
に
と

っ
て
ま
た
新
し
い
『
詩
人
の
恋
』

を
表
現
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

シ
ュ
ー
マ
ン
は
、
こ
れ
か
ら

も
私
に
と
っ
て
特
別
な
作
曲
家

で
あ
り
続
け
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
約
一
七
〇
年
も

前
に
作
曲
さ
れ
た
作
品
が
、
現

代
で
も
こ
ん
な
に
光
輝
き
、
決

し
て
色
褪
せ
な
い
と
い
う
こ
と

を
、
お
客
様
に
伝
え
た
い
、
そ

ん
な
想
い
を
込
め
て
、
思
い
出

の
地
ウ
ィ
ー
ン
で
の
演
奏
会
へ

向
か
い
ま
す
。

編
集
部
註：

『
詩
人
の
恋
』
作

曲
家
シ
ュ
ー
マ
ン
の
代
表
的
な

歌
曲
集
。
第
一
曲
か
ら
第
六
曲

ま
で
は
愛
の
喜
び
を
、
第
七
曲

か
ら
第
十
四
曲
ま
で
は
、
失
恋

の
悲
し
み
を
、
最
後
の
二
曲
は

そ
の
苦
し
み
を
歌
っ
て
い
る
と

解
釈
さ
れ
て
い
る
。

北
京
に
着
い
た
時
、
以
前
に

感
じ
た
情
動
が
再
び
私
の
心
の

中
に
沸
き
上
が
っ
た
。

前
回
訪
中
し
た
の
は
三
年
程

前
に
な
る
。
上
海
、
浙
江
省
に

滞
在
し
た
際
、
言
葉
で
は
表
現

で
き
な
い
よ
う
な
、
莫
大
な
パ

ワ
ー
を
感
じ
た
。
今
回
も
同
様

に
、
い
や
そ
れ
以
上
に
躍
動
感

に
溢
れ
た
雰
囲
気
に
圧
倒
さ
れ

た
。
そ
れ
が
ま
さ
に
急
成
長
し

て
い
る
現
在
の
中
国
の
姿
な
の

で
あ
ろ
う
。

か
つ
て
日
本
に
は
高
度
成
長

期
と
言
わ
れ
る
時
代
が
あ
っ

た
。
私
自
身
は
経
験
し
て
お
ら

ず
伝
え
聞
い
た
知
識
し
か
な
い

が
、
今
の
中
国
こ
そ
が
当
時
の

日
本
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
今
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う

な
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
案
、
起
業
し

て
も
す
べ
て
う
ま
く
い
く
と
思

え
て
し
ま
う
ほ
ど
の
力
溢
れ
る

雰
囲
気
を
体
感
し
た
。
あ
ら
ゆ

る
可
能
性
に
包
ま
れ
て
い
る
姿

に
、
い
つ
し
か
自
然
と
心
を
躍

ら
せ
て
い
た
。
日
本
経
済
が
今

確
実
に
収
縮
の
道
を
辿
っ
て
い

る
が
故
に
、
余
計
に
感
じ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な

現
状
だ
か
ら
こ
そ
、
今
こ
そ
日

本
人
が
か
つ
て
抱
い
て
い
た
志

や
探
究
心
が
必
要
で
は
な
い
か

と
、
今
後
の
日
本
の
あ
り
方
そ

し
て
自
ら
の
今
後
の
方
向
性
を

改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

七
日
間
と
い
う
日
程
の
中
で

様
々
な
名
所
や
公
共
施
設
な
ど

を
め
ぐ
る
こ
と
が
で
き
、
多
く

の
貴
重
な
体
験
を
し
た
が
、
三

日
目
に
北
京
で
行
わ
れ
た
共
青

団
の
幹
部
の
方
々
と
の
意
見
交

換
は
印
象
的
で
あ
っ
た
。

自
由
経
済
の
導
入
後
に
生
ま

れ
育
っ
た
世
代
の
人
々
が
、
今

後
共
産
党
の
幹
部
と
な
り
中
国

政
府
の
舵
取
り
を
し
て
い
く
上

で
、
共
産
党
の
掲
げ
る
理
想
と

中
国
社
会
に
お
け
る
現
実
の
問

題
に
つ
い
て
、
彼
ら
の
目
に
は

ど
う
映
っ
て
い
る
の
か
、
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
と
い

う
点
に
大
変
興
味
が
あ
っ
た
。

質
問
の
機
会
に
恵
ま
れ
、
私

は
一
つ
の
例
と
し
て
貧
富
の
差

の
拡
大
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
。

周
知
の
通
り
彼
ら
は
共
産
党
に

組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
彼
ら
の

返
答
は
表
向
き
の
建
前
論
で
し

か
な
い
が
、
言
葉
の
端
々
か
ら

は
生
ま
れ
た
時
か
ら
資
本
主
義

に
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
彼
ら
の

姿
が
垣
間
見
え
た
。
同
時
に
、

実
際
そ
の
問
題
に
対
し
て
の
当

事
者
意
識
は
公
に
報
道
さ
れ
る

ほ
ど
、
彼
ら
は
持
ち
合
わ
せ
て

い
な
い
よ
う
だ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
政
府
に
携
わ
る
若

年
層
の
方
々
と
話
を
す
る
機
会

は
な
く
、
今
回
の
意
見
交
換
は

彼
ら
の
意
識
を
肌
で
感
じ
る
こ

と
が
で
き
、
私
に
と
っ
て
多
大

大野裕二さん

「
二
十
一
世
紀
東
ア
ジ
ア
青

少
年
大
交
流
計
画
（
日
中
二
十

一
世
紀
交
流
事
業
）」
の
一
環

と
し
て
毎
年
、
外
務
省
・
日
中

友
好
会
館
が
募
集
す
る
、
日
中

青
少
年
交
流
訪
中
団
に
、
本
協

会
か
ら
の
推
薦
で
、
大
野
裕
二

さ
ん
（
鳩
山
友
愛
塾
第
一
期
修

了
生)

が
参
加
し
た
。
期
間
は
平

成
二
三
年
十
一
月
二
三
日
か
ら

二
九
日
ま
で
の
七
日
間
。

こ
の
度
そ
の
感
想
を
『
友
愛
』

に
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、

こ
こ
に
全
文
を
紹
介
し
、
報
告

記
事
と
し
ま
す
。

軽
井
沢
友
愛
山
荘
は
、
四
月

一
日
よ
り
二
四
年
度
の
営
業
を

開
始
い
た
し
ま
す
。（
三
月
一

日
よ
り
予
約
受
付
け
中
）

本
年
度
、
浴
室
、
浴
槽
を
は

じ
め
と
す
る
大
改
修
が
行
わ

れ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
な
っ
た

に
都
市
ゴ
ミ
や
廃
棄
物
処
理
の

問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
。
か
つ
て
急
成
長
を
遂

げ
た
日
本
も
少
な
か
ら
ず
直
面

し
た
問
題
で
も
あ
る
が
、
今
や

日
本
は
ゴ
ミ
の
年
間
発
生
量
は

微
増
に
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
財
政
、
医
療
、
教
育

問
題
、
そ
の
他
、
昨
年
の
震
災

に
よ
り
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
課

題
も
多
く
、
問
題
は
尽
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
混
沌
と
し
た
世

の
中
に
お
い
て
、
必
要
な
も
の

は
何
で
あ
ろ
う
か
。
高
度
成
長

期
の
人
々
の
志
や
活
力
、
探
究

心
、
そ
し
て
結
束
力
が
今
こ
そ

必
要
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
中

国
か
ら
帰
国
す
る
機
内
で
、
気

づ
く
と
あ
れ
こ
れ
思
い
を
め
ぐ

ら
せ
て
い
た
。

今
、
急
成
長
し
て
い
る
中
国
、

そ
し
て
か
つ
て
高
度
成
長
を
遂

げ
た
日
本
、
両
国
と
も
国
と
し

て
、
個
人
と
し
て
、
共
に
ま
だ

ま
だ
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
が
山
積
し
て
い
る
こ

と
も
再
考
さ
せ
ら
れ
た
貴
重
な

訪
中
で
あ
っ
た
。

な
収
穫
で
あ
り
、
貴
重
な
経
験

に
な
っ
た
。

今
回
の
訪
中
で
中
国
の
広
さ

と
力
強
さ
、
そ
こ
に
秘
め
ら
れ

た
可
能
性
を
感
じ
た
が
、
衛
生

面
で
は
ま
だ
ま
だ
課
題
は
あ
る

よ
う
だ
。
文
化
的
な
も
の
か
成

熟
度
の
問
題
な
の
か
明
確
な
要

因
は
不
明
だ
が
、
非
常
に
多
い

ゴ
ミ
な
ど
環
境
面
の
問
題
が
三

都
市
す
べ
て
に
共
通
し
て
い

た
。
経
済
の
急
速
な
発
展
が
環

境
の
汚
染
や
破
壊
と
い
う
深
刻

な
問
題
を
表
面
化
さ
せ
、
同
時

Ｒ．

シ
ュ
ー
マ
ン
『
詩
人
の
恋
』

に
寄
せ
て

内
之
倉
勝
哉

こ
の
度
、
貴
協
会
の
国
際
交

流
派
遣
事
業
に
お
け
る
派
遣
員

と
し
て
、
ウ
ィ
ー
ン
の
ベ
ー
ゼ

ン
ド
ル
フ
ァ
ー
ホ
ー
ル
に
て
、

『
詩
人
の
恋
』
を
歌
わ
せ
て
い

た
だ
く
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

私
に
と
っ
て
ウ
ィ
ー
ン
は
、

二
〇
〇
九
年
よ
り
一
年
間
研
修

を
積
ん
だ
地
で
あ
り
、
ま
た
、

『
詩
人
の
恋
』
は
、
大
学
院
の

修
士
課
程
で
研
究
テ
ー
マ
に
取

り
上
げ
、
修
了
試
験
で
演
奏
し

た
、
大
変
思
い
出
深
い
作
品
で

す
。初

め
て
『
詩
人
の
恋
』
を
聴

い
た
と
き
の
感
動
は
、
今
で
も

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
作
品
を
舞
台
で
演
奏
す

る
こ
と
が
で
き
た
ら
ど
ん
な
に

素
晴
ら
し
い
か
と
い
う
思
い
に

駆
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
思
い
は

今
に
な
っ
て
も
変
わ
る
こ
と
は

お
風
呂
を
は
じ
め
、
好
評
を
戴

い
て
い
る
、
新
装
な
っ
た
友
愛

山
荘
が
、
皆
様
の
お
越
し
を
お

待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

法
人
移
行
に
伴
い
、
ご
利
用

案
内
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
一
新

さ
れ
ま
し
た
。
併
せ
て
、
知
人
、

友
人
の
方
々
に
ご
紹
介
い
た
だ

く
た
め
の
ご
案
内
カ
ー
ド
も
作

成
い
た
し
ま
し
た
。
是
非
ご
活

用
い
た
だ
き
、
多
く
の
方
に
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
配

付
に
ご
協
力
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
詳
し
く
は
事
務
局
ま
で

軽井沢の緑を表現した表紙、見やすく、解りやすくなった地図、イ
メージ一新のパンフレット表紙（写真上）
２面～４面は、友愛山荘の豊かな緑、芝生を写真で表現。各部屋、
施設も解りやすく写真でご案内しています（写真下）
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◆
一
月
下
旬
頃
か
ら
、
な
ん
と
な

く
嚏
（
く
さ
め
）
が
多
く
な
り

涙
や
洟
が
出
、
ま
た
風
邪
か
と

軽
く
考
え
、
時
々
風
邪
薬
を
飲

ん
だ
。
薬
を
飲
む
と
一
寸
鎮
ま

る
が
、
日
毎
に
嚏
や
咳
が
酷
く

喉
も
痛
く
な
り
、
そ
の
上
顔
ま

で
腫
れ
、
ど
う
し
た
事
か
と
医

者
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
花
粉
症

と
の
診
断
。
田
舎
者
で
、
そ
ん

な
も
の
に
は
絶
対
な
ら
な
い
と

自
負
し
て
い
た
の
に
。
と
う
と

う
私
も
そ
ん
な
体
質
に
な
っ
た

か
と
、
恥
ず
か
し
く
情
け
な
く

思
う
。
嚏
と
涙
の
花
見
と
は
い

と
哀
れ
、
す
っ
き
り
す
る
の
は

い
つ
の
日
か
。

（
Ｋ
）

◆
３
・
11
か
ら
一
年
を
迎
え
る
。

大
震
災
か
ら
一
ヶ
月
余
り
経
っ
た

頃
、
何
か
お
役
に
立
て
る
こ
と
は

な
い
か
と
仙
台
空
港
を
起
点
に
、

海
岸
線
を
北
上
し
大
船
渡
市
ま
で

被
災
地
を
訪
れ
た
。
報
道
映
像
か

ら
被
害
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
想

定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
現
実
の

大
津
波
の
爪
痕
は
想
像
を
絶
し
た
。

漁
船
が
ビ
ル
の
上
に
乗
り
上
げ
て

い
る
等
象
徴
的
な
事
態
よ
り
、
何

よ
り
も
視
界
の
限
り
何
も
な
い
こ

と
の
衝
撃
が
大
き
か
っ
た
。
勿
論
、

瓦
礫
な
ど
は
山
積
し
て
い
る
。
し

か
し
、
何
も
な
い
の
だ
。
こ
の
衝

撃
は
私
だ
け
で
な
く
マ
ス
コ
ミ
も

感
じ
て
い
た
だ
ろ
う
。
カ
メ
ラ
を

通
し
て
こ
の
「
何
も
な
さ
」
を
伝

え
る
こ
と
は
至
難
だ
っ
た
の
か
。

映
像
の
限
界
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た

出
来
事
だ
っ
た
。

(

G
O)

◆
植
林
で
中
国
を
訪
れ
る
度
、
担

当
し
て
く
だ
さ
る
羊よ
う

さ
ん
と
言
葉

に
つ
い
て
話
を
す
る
。
原
因
は
、

川
手
団
長
の
挨
拶
に
登
場
す
る
難

し
い
言
い
回
し
。
お
か
げ
で
諺
・

四
字
熟
語
で
の
日
中
の
違
い
な
ど

興
味
深
い
こ
と
を
知
っ
た
。
鬼
に

金
棒
は
中
国
で
は
、
虎
が
翼
を
持

つ
と
い
う
そ
う
だ
。
な
る
ほ
ど
！

知
る
こ
と
は
楽
し
い
。
川
手
団
長

の
挨
拶
は
、
全
青
連
通
訳
泣
か
せ

ベ
ス
ト
３
に
ラ
ン
ク
イ
ン
。
（
も
）

「
時
事
川
柳
研
究
会
」
会
長

服
部
迪
夫
さ
ん
か
ら
お
寄
せ

戴
い
た
作
品

時
事
川
柳服

部
迪
夫
　
作

―
名
古
屋
テ
レ
ビ
塔

リ
ス
ト
ラ
の
波
を
乗
り
切
る
テ

レ
ビ
塔

―
初
セ
リ
最
高
額
更
新

寿
司
屋
か
ら
経
済
学
ぶ
お
正
月

―
大
震
災

復
興
の
先
が
見
え
な
い
一
年
後

―
公
務
員
ラ
ン
ナ
ー

大
会
を
練
習
台
に
す
る
凄
さ

―
死
刑
問
題

少
年
に
風
穴
あ
け
る
大
法
廷

―
名
実
と
も
に
世
界
一

賞
と
い
う
賞
を
総
な
め
乙
女
た

ち
―
定
年
制
の
問
題

六
〇
代
お
っ
か
な
ビ
ッ
ク
リ
玉

手
箱―

伝
統
の
初
売
り

仙
台
を
満
腹
に
す
る
福
袋

ス
料
理
を
戴
き
、
み
な
ご
満
悦

の
様
子
で
す
。

本
富
士
支
部
鈴
木
和
子
の
司

会
で
第
二
部
の
開
始
で
す
。

富
坂
支
部
明
石
節
子
に
よ
る

詩
吟
「
宝
船
」
で
、
新
春
気
分

が
盛
り
上
が
り
ま
す
。
続
い
て

友
愛
婦
人
会
フ
ラ
ダ
ン
ス
部

「
レ
イ
・
リ
リ
ア
」
講
師
井
田

幸
子
先
生
の
華
麗
な
る
舞
台
を

拝
見
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
は
特
別
ゲ
ス
ト
と
し

て
、
世
界
を
飛
び
回
っ
て
活
躍

を
続
け
て
お
ら
れ
る
四
名
の
音

楽
グ
ル
ー
プ
「
バ
ン
ド
ネ
オ

ン
・
ピ
ア
ノ
・
バ
イ
オ
リ
ン
・

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
」
に
ご
出
演
い

た
だ
き
、
タ
ン
ゴ
の
生
演
奏
を

堪
能
致
し
ま
し
た
。
懐
か
し
い

『
ラ
・
ク
ン
パ
ル
シ
ー
タ
』
を

始
め
歯
切
れ
の
良
い
音
色
の
タ

ン
ゴ
に
、
一
同
酔
い
し
れ
て
、

新
春
よ
り
優
雅
な
時
を
過
ご
し

た
と
大
満
足
の
様
子
で
す
。

会
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
日

本
友
愛
協
会
武
田
紀
念
男
理
事

に
手
締
め
を
お
願
い
い
た
し
ま

し
た
。

最
後
に
友
愛
婦
人
会
幹
事
長

大
川
米
子
が
、
皆
様
に
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ま
し
た
。

大
川
米
子
挨
拶

今
年
度
様
々
な
文
化
活
動
を

い
た
し
ま
し
た
が
、
中
で
も
、

川
手
常
務
理
事
に
お
話
し
い
た

だ
い
た
友
愛
・
母
性
愛
の
お
話

は
、
友
愛
婦
人
会
の
真
の
姿
を

改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
鳩
山
安
子
会
長
の
思
い
も
、

正
に
そ
こ
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
こ
う
し
て
集
え
る
事
の
有

り
難
さ
を
再
認
識
し
、
今
大
切

な
「
絆
」
を
友
愛
精
神
で
実
践

で
き
る
よ
う
、
来
年
度
は
、
さ

ら
に
上
を
目
指
し
て
、
活
動
を

続
け
ま
し
ょ
う
。

予
定
の
時
刻
と
な
り
、
会
は

無
事
終
了
致
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
一
月
一
〇
日

（
火
）
快
晴
の
日
、
恒
例
の
友

愛
婦
人
会
「
新
春
の
集
い
」
が
、

目
白
の
椿
山
荘
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

鳩
山
安
子
会
長
は
ご
欠
席

で
、
大
変
残
念
で
は
ご
ざ
い
ま

し
た
が
、
ま
ず
始
め
に
一
同
で

会
長
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
た
。

大
塚
支
部
宮
崎
ふ
さ
子
の
司

会
に
よ
り
、
開
会
、
副
会
長
種

田
英
子
が
開
会
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
し
た
。
続
い
て
、
副

会
長
白
石
敏
子
よ
り
来
賓
の
ご

紹
介
を
い
た
し
ま
し
た
。

文
京
区
長
成
澤
廣
修
様
、
文

京
区
議
会
議
長
宮
崎
文
雄
様
、

元
文
京
区
長
煙
山
力
様
、
日
本

友
愛
協
会
常
務
理
事
川
手
正
一

郎
様
、
理
事
武
田
紀
念
男
様
、

鳩
山
邦
夫
先
生
代
理
藤
井
雅
義

様
、
鳩
山
太
郎
様
、
論
語
講
師

定
岡
定
子
様
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
講

師
井
田
幸
子
様
と
多
く
の
来
賓
に

ご
出
席
戴
き
、
総
勢
七
十
余
名
の

賑
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

東
北
地
方
で
は
、
大
変
な
新

年
を
迎
え
て
お
ら
れ
る
現
状
の

な
か
、
復
興
元
年
と
し
て
「
絆
」

を
深
め
、
友
愛
の
精
神
を
基
に
、

こ
の
一
年
を
頑
張
り
ま
し
ょ
う

と
、
来
賓
の
皆
様
か
ら
ご
祝
辞

を
戴
き
、
私
共
友
愛
婦
人
会
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
共
に
支
え

あ
い
ま
し
ょ
う
と
の
思
い
を
強

く
致
し
ま
し
た
。

副
会
長
諏
訪
あ
さ
の
発
声
で

乾
杯
、
新
春
を
寿
ぎ
ま
し
た
。

タ
ン
ゴ
の
生
演
奏
で
華
や
か
に

椿
山
荘
自
慢
の
新
春
フ
ラ
ン

恒例「平成24年新春の集い」開催
タンゴ演奏で華やかに和やかに

機関紙『友愛』原稿募集
機関紙『友愛』に皆様のご投稿をお待ちいたしております。内容は、ボ
ランティア活動の報告、地域の名物の紹介、季節のお便り等々、何でも
結構です。ご自慢の写真も大歓迎です。皆様の『友愛』に奮ってご投稿
ください。詳しくは事務局までお問い合せください。
締切り：特に設けません。いつでもご投稿ください。掲載ご希望の月

がある場合は、２ヶ月前に原稿が届くようお願い致します。
要　領：手書き原稿・データ原稿・メールでの投稿何でも対応可能です。
写　真：紙焼き（カラー・白黒）・デジカメデータどちらでも。

自
己
を
見
る
視
点
と
自
己
を

知
る
視
点
、
同
時
に
相
手
、
ま

た
第
三
者
を
見
る
視
点
と
知
る

視
点
が
大
切
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
国
家
間
に
お
い
て
も
言
え
る

こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
私
達

は
自
分
の
こ
と
、
こ
の
国
の
こ

と
を
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら

な
い
、
ま
た
見
え
て
い
る
よ
う

で
見
え
て
い
な
い
と
い
う
事
も

あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

戦
後
長
年
に
亘
り
、
と
か
く

自
己
否
定
や
自
虐
的
な
論
陣
が

多
用
さ
れ
、
戦
後
世
代
の
少
な

か
ら
ぬ
日
本
人
が
疑
う
事
も
な

く
そ
の
論
旨
を
受
け
入
れ
て
い

る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
実
は
自
分
達
の
客
観
的

な
姿
を
知
ら
な
い
、
偏
っ
た
見

方
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と

い
う
気
付
き
を
与
え
て
く
れ
る

一
冊
が
こ
の
書
で
あ
る
。

本
書
は
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
・

モ
ハ
マ
ド
元
マ
レ
ー
シ
ア
首
相

が
、
日
本
人
に
対
す
る
提
言
の

形
で
著
し
て
い
る
。
氏
は
一
九

八
一
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
十
月

ま
で
マ
レ
ー
シ
ア
首
相
を
務

め
、
日
本
へ
の
訪
問
は
五
〇
回

を
超
え
、
日
本
を
手
本
に
し
た

ル
ッ
ク
・
イ
ー
ス
ト
政
策
を
と

っ
た
親
日
派
で
あ
る
。

日
本
や
日
本
人
を
好
意
的
に

見
て
い
る
国
々
は
、
私
達
が
教

育
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
と
違
っ
て

少
な
く
な
い
。
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル

氏
は
「
今
の
日
本
で
は
失
業
率

も
高
く
、
国
民
が
自
信
を
失
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
日

本
を
再
び
い
い
国
に
す
る
た
め

に
、
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
。

皆
さ
ん
に
は
勤
勉
で
あ
る
と
い

う
日
本
人
の
素
質
が
根
付
い
て

い
る
の
だ
か
ら
他
国
の
言
い
な

り
に
な
る
の
で
は
な
く
、
自
分

の
考
え
で
行
動
し
て
欲
し
い
。

そ
し
て
自
信
を
取
り
戻
し
、
日

本
人
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
も

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
の
で

す
。」
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、「
日
本
は
私
達
・
東

ア
ジ
ア
の
国
々
か
ら
生
ま
れ
た

唯
一
の
先
進
国
だ
。
そ
し
て
富

め
る
国
に
は
隣
人
に
対
し
て
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
義

務
が
あ
る
。
潜
在
的
な
大
国
で

あ
る
中
国
を
う
ま
く
御
し
な
が

ら
、
そ
の
責
務
を
果
た
せ
る
の

は
西
側
諸
国
で
は
な
い
。
そ
れ

は
東
ア
ジ
ア
の
一
員
た
る
日
本

に
し
か
で
き
な
い
役
目
だ
。」

と
し
、
日
本
に
対
す
る
視
線
と
、

そ
こ
に
求
め
て
い
る
責
任
を
伺

い
知
る
事
が
で
き
る
。
そ
し
て

日
本
に
欠
け
て
い
る
も
の
と
し

て
自
信
と
愛
国
心
を
挙
げ
て
い

る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
マ
ハ
テ

ィ
ー
ル
氏
は
「
日
本
が
愛
国
心

と
い
う
言
葉
に
過
敏
に
な
る
理

由
は
私
に
も
分
か
る
。
し
か
し

半
世
紀
以
上
も
前
の
行
動
に
縛

ら
れ
、
恒
常
的
に
罪
の
意
識
を

感
じ
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
ド

イ
ツ
を
見
て
く
だ
さ
い
。
誰
が

彼
ら
に
戦
争
中
の
ナ
チ
ス
の
残

虐
な
行
為
を
謝
罪
し
て
回
る
事

を
求
め
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
日
本
で
は
ど
の
首
相
も

二
世
代
以
上
前
の
人
間
が
や
ら

か
し
た
事
を
謝
罪
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
不
幸
な
こ
と
だ
。」
と
自

ら
の
視
点
で
ま
と
め
、「
日
本

が
再
び
軍
事
大
国
に
な
る
こ
と

は
な
い
、
と
い
う
近
隣
諸
国
の

不
安
を
取
り
除
く
た
め
の
保
証

さ
え
あ
れ
ば
謝
罪
の
必
要
は
な

い
。」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
著
書
の
初
版
は
二
〇
〇

三
年
で
八
年
前
で
あ
る
。
現
時

点
で
は
様
々
な
事
実
や
背
景
の

検
証
が
進
み
、
初
版
時
点
よ
り

も
多
く
の
事
実
関
係
が
解
明
さ

れ
て
き
て
い
る
。
日
清
戦
争
、

日
露
戦
争
か
ら
続
く
白
人
社
会

と
有
色
人
種
と
の
関
係
と
、
そ

こ
か
ら
派
生
し
た
様
々
な
力

学
、
そ
し
て
そ
の
行
き
つ
く
先

と
し
て
衝
突
し
発
生
し
た
大
東

亜
戦
争
の
真
相
が
、
公
開
資
料

と
共
に
解
明
さ
れ
て
き
た
が
、

八
年
前
の
時
点
で
す
ら
時
の
マ

レ
ー
シ
ア
の
首
相
が
い
か
な
る

認
識
に
立
っ
て
い
た
か
は
広
く

ア
ジ
ア
か
ら
の
視
点
と
い
う
意

味
で
一
考
に
値
す
る
。
時
の
ア

ジ
ア
の
一
国
の
指
導
者
、
マ
ハ

テ
ィ
ー
ル
氏
の
見
解
は
、
著
書

の
中
で
教
育
や
イ
ス
ラ
ム
世
界

の
テ
ー
マ
に
も
及
び
、
そ
の
著

書
全
体
か
ら
伝
わ
る
日
本
へ
の

眼
差
し
は
、
日
本
人
の
精
神
や

自
我
の
確
立
の
重
要
性
と
ア
ジ

ア
諸
国
や
世
界
と
の
共
生
に
つ

い
て
の
主
題
で
あ
る
。

書
評：

木
村
　
正
治

（
鳩
山
友
愛
塾
一
期
修
了

生
・
日
本
友
愛
協
会
評
議
員
選

考
委
員
）

『
立
ち
上
が
れ
日
本
人
』

新
潮
新
書
版
　
一
八
八
頁

価
格：

七
一
四
円

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
・
モ
ハ
マ
ド

一
九
二
五
年
マ
レ
ー
シ
ア
北

部
ケ
ダ
州
生
ま
れ
。
エ
ド
ワ
ー

ド
七
世
医
科
大
学
卒
。

『
立
ち
上
が
れ
日
本
人
』

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
・
モ
ハ
マ
ド

著

加
藤
暁
子

訳

タンゴの生演奏。懐かしい曲、心弾む曲が次々
と演奏され、初春の盛り上がりを演出してくだ
さいました

煙
山
元
文
京
区
長
、
鳩
山
太
郎
様
、
川

手
常
務
理
事
、
井
田
幸
子
先
生
、
定
岡

定
子
先
生
、
武
田
紀
念
男
理
事
を
始
め
、

多
く
の
ご
来
賓
に
ご
出
席
戴
き
ま
し
た

（
友
愛
婦
人
会
記
）


